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〒180-8610　東京都武蔵野市境南町1-26-1
武蔵野赤十字病院
整形外科　　　 小久保 吉恭

　
TEL：0422-32-3111（代表）6812（事務局内線）　FAX：0422-32-3525

①この研究は、「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指
針」に則り、倫理委員会の承認のうえ実施されます。対象症例の基礎疾
患，骨粗鬆症治療の状況を調査する研究です。学会、論文等外部に発表
する際は個人が特定されないよう個人情報は削除されます．

②患者基本情報、手術時間、出血量、単純X線、radiographic
parameter,骨折型

③当院研究事務局所属者  小久保吉恭　　村澤茂　　木場健

④武蔵野赤十字病院 整形外科 　小久保吉恭

橈骨遠位端骨折手術患者に対する骨粗鬆症治療

武蔵野赤十字病院  整形外科

整形外科　　　　　小久保吉恭　　　　　　 

当院臨床研究倫理審査委員会承認後　～　2023年12月31日

骨粗鬆症に関連した骨折の中で，橈骨遠位端骨折は初発骨折として多い
ことが指摘されていますが，大腿骨近位骨折，脊椎圧迫骨折に比較する
と骨粗鬆症への介入率が低いことが報告されています．本研究では当科
で手術した橈骨遠位端骨折の患者に対する骨粗鬆症治療の現状を調査し
ます．その結果からは橈骨遠位端骨折を診断した時点で骨粗鬆症に対す
る介入を開始すべきかの判断の一助となる可能性が期待できます．

対象期間（2020年1月1日～2022年12月31日）における橈骨遠位端骨折手
術症例の診療録を後ろ向きに調査します．


